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第３章 研究開発の内容 

 

研研究究テテーーママ①①「「女女性性のの科科学学技技術術分分野野ででのの活活躍躍をを支支援援ででききるる教教育育課課程程、、教教育育内内容容のの開開発発」」  

 

 

仮説 

 科学技術分野で活躍できるような女性を育てるためには、その分野に対する興味、関心の向上が不

可欠である。その手段として、大学においてその施設を使い、大学の教員および学生の指導による実

習に参加することで、高校のカリキュラムにはない実験、実習を受けることができ、大学での学びに

対する期待と、高校での学びの先にある、より高度な内容との繋がりを感じることができる。そして、

それらを手がかりに、高校の教科書にはないような内容を扱う研究課題に取り組み、その成果を何ら

かの形で発表することで、更なる興味、関心の喚起だけではなく、自ら探究する力、問題解決能力、

創造性といった科学技術分野に携わっていく上で必要とされる能力を伸ばすことに繋がっていく。 

 

実施の流れ 

 仮説の検証のために実施された科目は、第１学年で「生命科学基礎」（１単位）、第２学年で「生

命科学課題研究」「数理科学課題研究」「物質科学課題研究」（各２単位）である。このうち、生命

科学コース在籍生徒を対象としている「生命科学基礎」と「生命科学課題研究」は下図のような関係

で設定されている。 

 また、随時実施するものとして、第１学年で「生命科学実習Ⅰ」（全３回）、第２学年で「生命科

学実習Ⅱ」（全２回）を設定している。 

 

生命科学基礎 

情報処理能力 

記録能力 

プレゼンテーション能力 

科学への興味、関心 

生命科学課題研究 

各実践能力の向上 

問題解決能力、創造性 

実験技術の向上 

さらなる興味、関心の喚起 

研究内容、技術の継承 
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３－１ 教育課程の編成 

 a．教育課程表（生命科学コース 19 年度入学生） 

  

教科 科 目 計
宗教 キ リ ス ト 教 倫 理 1 1 2

国 語 総 合 5 5
現 代 文 2 2 4
古 典 3 2 5
世 界 史 Ａ 2 2
地 理 Ａ 2 2
地 理 Ｂ 3 ③
現 代 社 会 2 2
現 代 社 会 演 習 3 ③
数 学 Ⅰ 3 3
数 学 Ⅱ 4 4 4+④
数 学 Ⅲ 4 ④
数 学 Ａ 3 3
数 学 Ｂ 2 2
数 学 Ｃ 2 ②
数 学 演 習 Ｂ 3 3
理 科 総 合 Ａ 2 2
物 理 Ⅰ 2 2 ②④
化 学 Ⅰ 3 3
化 学 Ⅱ 4 4
化 学 演 習 2 ②
生 物 Ⅰ 2 2 4
生 物 Ⅱ 2 4 6
生 命 科 学 基 礎 1 ★ 1
生命科学課題 研究 2 ★ 2
体 育 3 2 2 7
保 健 1 0 ★ 1
音 楽 Ⅰ 1 1 2
美 術 Ⅰ 1 1 2
書 道 Ⅰ 1 1 2
ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 1 1 3
英 語 Ⅰ 5 5
英 語 Ⅱ 4 4
リ ー デ ィ ン グ 4 4
ラ イ テ ィ ン グ 1 2 3
実 践 英 語 1 1 1 3

家庭 家 庭 基 礎 2 2
情報 情 報 Ａ 0 ★ 0 ★ 0

生 命 2 2
総 合 宗 教 1 1
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ 1 1 ①～②

105+□
3

108+□

注1　　★印はスーパーサイエンスハイスクール指定による特例措置である。

　　　　　１年次……情報Ａ１時間に換えて生命科学基礎を行う。

　　　　　２年次……保健１時間と情報Ａ１時間の計２時間に換えて生命科学課題研究を行う。

3年

国語

地理
歴史

保体

公民

数学

1年

総合

外国語

2年

芸術

理科

ホームルーム 1 1 1

注２　　□は希望者のみ選択する。

35 35+□ 35+□

計 36 36+□ 36+□

小　　　　　計
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（生命科学コース 20 年度・21 年度入学生） 

教科 科 目 計
宗教 キ リ ス ト 教 倫 理 1 1 2

国 語 総 合 5 5
現 代 文 2 2 4
古 典 3 2 5
世 界 史 Ａ 2 2
地 理 Ａ 2 2
地 理 Ｂ 3 ③
現 代 社 会 2 2
現 代 社 会 演 習 3 ③
数 学 Ⅰ 3 3
数 学 Ⅱ 1 3 4 4+④
数 学 Ⅲ 1 4 ⑤
数 学 Ａ 2 2
数 学 Ｂ 2 2
数 学 Ｃ 2 ②
数 学 演 習 Ｂ 1 3 ①+3
理 科 総 合 Ａ 2 2
物 理 Ⅰ 2 1 2 ②③④
物 理 Ⅱ 3 ③
化 学 Ⅰ 3 3
化 学 Ⅱ 4 4
化 学 演 習 2 ②
生 物 Ⅰ 2 1 3
生 物 Ⅱ 3 3
生 命 科 学 基 礎 1 ★ 1
生命科学課題 研究 ・ 2 ★ 2
生 命 科 学 演 習 4 ④
体 育 3 2 2 7
保 健 1 0 ★ 1
音 楽 Ⅰ 1 1 2
美 術 Ⅰ 1 1 2
書 道 Ⅰ 1 1 2
ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 1 1 3
英 語 Ⅰ 4 4
英 語 Ⅱ 1 3 4
リ ー デ ィ ン グ 1 4 5
ラ イ テ ィ ン グ 1 2 3
実 践 英 語 1 1 1 3

家庭 家 庭 基 礎 2 2
情報 情 報 Ａ 0 ★ 0 ★ 0

生 命 2 2
総 合 宗 教 1 1
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ 1 1 1 ①～③

105+□
3

108+□

注３　　平成21年度入学生は3年次現代社会演習3単位を倫理２単位と現代社会演習
　　　　1単位に分割する。

35+□ 35+□ 35+□

計 36+□ 36+□ 36+□

小　　　　　計
ホームルーム 1 1 1

注1　　★印はスーパーサイエンスハイスクール指定による特例措置である。

　　　　　　２年次……保健１時間と情報Ａ１時間の計２時間に換えて生命科学課題研究を行う。

注2　　□は希望者のみ選択する。

　　　　　　１年次……情報Ａ１時間に換えて生命科学基礎を行う。

総合

外国語

2年

芸術

3年

国語

地理
歴史

保体

公民

数学

1年

理科
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 （文理コース理系型 19 年度入学生） 

  

宗教 キ リ ス ト 教 倫 理 1 1 2
国 語 総 合 5 5
現 代 文 2 4 2 4,6
古 典 2 4 2 4,6
国 語 表 現 Ⅰ
世 界 史 Ａ 2 2
地 理 Ａ 2 2
地 理 Ｂ 4 ④
現 代 社 会 2 2
現 代 社 会 演 習 4 4 ④
数 学 Ⅰ 3 3
数 学 Ⅱ 4 4 4+④
数 学 Ⅲ 4 ④
数 学 Ａ 3 3
数 学 Ｂ 2 2
数 学 Ｃ 2 ②
数 学 演 習 Ａ 4 ④
数 学 演 習 Ｂ 3 3
理 科 総 合 Ａ 2 2
物 理 Ⅰ 4 ④
物 理 Ⅱ 4 ④
化 学 Ⅰ 4 4
化 学 Ⅱ 4 ④
化 学 演 習 2 ②
生 物 Ⅰ 2 2 2+②
生 物 Ⅱ 2 4 ②+④
生 物 演 習 4 ④
体 育 3 2 2 2 7
保 健 1 1 2
音 楽 Ⅰ 1 1 2
音 楽 Ⅱ 2 ②
美 術 Ⅰ 1 1 2
美 術 Ⅱ 2 ②
書 道 Ⅰ 1 1 2
書 道 Ⅱ 2 ②
ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 1 1 1 3
英 語 Ⅰ 5 5
英 語 Ⅱ 4 4
リ ー デ ィ ン グ 4 4 4
ラ イ テ ィ ン グ 1 4 2 3,5

家庭 家 庭 基 礎 2 2
情報 情 報 Ａ 1 1 2

総合 発 展 科 目 2 2
数理科学課題 研究 2 2
総 合 宗 教 1 ・ 1 1
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ 1 1 1 ①～②

98+□
103+□

1 1 1 1 3
101+□
106+□

注1　　□は希望者のみ選択する

計教科 科　　　　目 1年
私立文理系理系 国公私立理系

36+□

30+□

31+□

外国
語

35+□34

35

34+□

35+□計

小　　　　　計

数学

公民

理科

保体

芸術

2年 3年

地理
歴史

ホームルーム

国語
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 （文理コース理系型 20 年度・21 年度入学生） 

 

宗教 キ リ ス ト 教 倫 理 1 1 2
国 語 総 合 5 5
現 代 文 2 4 2 4,6
古 典 2 4 2 4,6
国 語 表 現 Ⅰ
世 界 史 Ａ 2 2
地 理 Ａ 2 2
地 理 Ｂ 4 ④
現 代 社 会 2 2
現 代 社 会 演 習 4 4 ④
数 学 Ⅰ 3 3
数 学 Ⅱ 1 3 4 4+④
数 学 Ⅲ 1 4 ①+④
数 学 Ａ 2 2
数 学 Ｂ 2 2
数 学 Ｃ 2 ②
数 学 演 習 Ａ 4 ④
数 学 演 習 Ｂ 1 3 ①+3
理 科 総 合 Ａ 2 2
物 理 Ⅰ 4 ④
物 理 Ⅱ 4 ④
化 学 Ⅰ 4 4
化 学 Ⅱ 4 ④
化 学 演 習 2 ②
生 物 Ⅰ 2 2 2+②
生 物 Ⅱ 2 4 ②+④
生 物 演 習 4 ④
体 育 3 2 2 2 7
保 健 1 1 2
音 楽 Ⅰ 1 1 2
音 楽 Ⅱ 2 ②
美 術 Ⅰ 1 1 2
美 術 Ⅱ 2 ②
書 道 Ⅰ 1 1 2
書 道 Ⅱ 2 ②
ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 1 1 1 1 3
英 語 Ⅰ 4 4
英 語 Ⅱ 1 3 4
リ ー デ ィ ン グ 1 4 4 5
ラ イ テ ィ ン グ 1 4 2 3,5

家庭 家 庭 基 礎 2 2
情報 情 報 Ａ 1 1 2

発 展 科 目 2 2
数理科学課題 研究 2 2
物質科学課題 研究 2 2
総 合 宗 教 1 ・ 1 1
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ 1 1 1 1 ①～③

98+□
103+□

1 1 1 1 3
101+□
106+□

2年 3年

地理
歴史

注1　　□は希望者のみ選択する

ホームルーム

計

小　　　　　計

数学

公民

理科

36+□

30+□

31+□

注2　　平成21年度入学生は３年次の現代社会演習３単位を倫理２単位と現代社会演習１単位に
　　　分割する

外国
語

総合

保体

35+□34+□

国語

芸術

計教科 科　　　　目 1年
私立文理系理系 国公私立理系

35+□

34+□

35+□
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b．必要となる教育課程の特例と学校設定科目の目標 

 必履修教科・科目の履修単位数を次の通りとする。 

       減少した科目 設定した科目 

第１学年 「情報Ａ」（１単位） 「生命科学基礎」（１単位） 

第２学年 「情報Ａ」（１単位）、「保健」(１単位) 「生命科学課題研究」（２単位） 

 (1)学校設定科目「生命科学基礎」 生命科学コース（１クラス）対象 

   設定のねらい：生命科学の課題研究に必要な基礎的な知識・技術・考え方を身につけさせる。 

学習内容は 1 学期に情報処理（パソコン操作の基礎、情報処理ソフトの使用、デ

ジカメの原理など）、２学期に追跡調査に用いる電波に関する基礎知識の習得と

発信器探索体験、３学期に２年次の課題研究のイメージ醸成に向けた先端科学者

による出張講義を設定する。主に 1 学期に情報の収集・処理・発信という「情報

Ａ」の内容を含める。 

 (2)学校設定科目「生命科学課題研究」 生命科学コース（１クラス）対象 

   設定のねらい：１年次の「生命科学基礎」で培われた能力・技能を生かして、科学研究として

課題に取り組む。大学・研究機関等と連携して、より充実した内容を目指す。        

課題テーマは①発生生物学、②生物工学、③時間生物学、④環境化学であり、年

間を通して、情報の収集・処理・発信という「情報Ａ」の内容を含める。 

 

c．教育課程の特例に該当しない教育課程の変更 

  生命科学コース 文理コース 

第１学年 「実践英語」（１単位）  

第２学年 「実践英語」（１単位） 

「生命」(２単位) 

「数理科学課題研究」「物質科学課題研究」「発

展科目」（各２単位）から一つ選択 

第３学年 「実践英語」（１単位）  

 

 (1)総合的な学習 学校設定科目「生命」 生命科学コース（１クラス）対象 

   設定のねらい：「生命」にかかわる各分野の専門家を通して「生命」を多様な側面から考えさ

せる。学習内容は前半では芸術的視点やジェンダーの視点など社会科学的な視点

を、後半では医療の視点や生命工学の視点など生命科学的な視点で考えさせる。

医療問題や健康問題など「保健」の内容を含める。 

(2)総合的な学習 学校設定科目「数理科学課題研究」 文理コース（４クラス）対象 

   設定のねらい：主に磁石についての研究・実験を通して、自然界にある法則性を発見する。課

題研究で探究力・問題解決能力・創造性を育成する。 

 (3) 総合的な学習 学校設定科目「物質科学課題研究」 文理コース（４クラス）対象 

      設定のねらい：身近な物質の分析を行い、その中から法則性を発見する。また、小学生や市民

向けの実験授業の創作を行う。実験技術・課題解決能力を育成する。 

(4)総合的な学習 学校設定科目「発展科目(高大連携医療福祉講座)」文理コース（４クラス）対象 

  設定のねらい：年間を通した大学での講義や実習を体験させ、医療福祉分野への興味・関心を

喚起させ、進路選択の動機付けとする。 

 (5)外国語科 学校設定科目「実践英語」生命科学コース（各学年１クラス）対象 

設定のねらい：英語Ⅰ・英語Ⅱ等の精読で得た言語材料を基にして、多読・速読の機会を与え、

将来、生命科学分野で速く正確に英語論文等が読める力を育成する。また英語に

よる発表の場を与え、プレゼンテーション能力を養う。 
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３－２ 学校設定科目「生命科学基礎」（生命科学コース第１学年１単位） 

 

目的 

 第２学年で「生命科学課題研究」を受講するときに必要とされる知識や技術として、情報処理能力、

記録能力等の基礎を身につけさせる。さらに、科学研究に関する最先端の研究者の講義を直接聴くこ

とにより、科学研究に対する興味や関心を喚起し、課題研究や理科の授業に取り組んでいくモチベー

ションを高める。 

 

今年度までの流れ 

 基本的な年間計画は、１年次に確立したものを基本として改良を加えてきている。４年次にあたる

今年度も昨年度に引き続き、年度終盤において、高２で取り組む課題研究に関連した内容の研究者に

よる講義を充実させ、研究者の生き方や研究の進め方を聴かせることで、研究に対する興味、関心を

より一層喚起して、課題研究や理科の授業へのモチベーションを高めることを期待して展開した。今

年度は、中学校段階でのワープロ操作やプレゼンテーションソフト操作との重複した展開を避け、中

盤においてフィールド活動の中でも特に追跡調査に焦点を当て、その手法の理解と体験を取り入れた。 

 

内容・方法 

 下表の年間指導計画に基づき、学習を進行した。 

学期 月 学習項目 学習内容 

1 4 1.コンピュータを用いた情報処理 

(1)コンピュータのしくみ 

 

(2)表計算ソフトで自動計算と 

数値のグラフ化 

(3)電子メールによる情報交換 

 

・ 実際にコンピュータの分解を見て、触ってそのし

くみについて知る 

・ 表計算ソフト(Microsoft Excel)の基本的な入力操

作と自動計算の手法、グラフ化の手法の習得 

・ 電子メール（Web メール）の特徴や扱い方 

5 

6 2.デジタルカメラによる記録保存 

(1)デジタルカメラの操作法 

 

(2)デジタルカメラで撮影 

(3)レンズと絞り、露出、 

フォーカス、ズームの関係 

 

・ デジタルカメラ(キヤノン EOS Kiss Digital N)の

基本的な取り扱い方法を知る 

・ 実際に様々な条件下で撮影 

・ 撮影結果を見ながら、レンズと絞りの関係や、露

出・フォーカス・ズームの関係や撮像変化の理論 7 

2 8 3.写真を用いた実習報告書作成 

 

・ 夏休み課題として、大学での実習（生命科学実習

Ⅰ）の内容報告書を各自が作成 

9 4.発信器による追跡調査の基礎 

(1)電波の基礎 

(2)受信機のしくみと操作 

(3)発信器の探索 

 

・ 生活の中で使われている電波の基礎知識を知る 

・ グループに分かれ、受信機の基本操作を知る 

・ グループに分かれ、学校周辺（校外）の指定され

た広い範囲内に設置された発信器を、受信機を使

って探索 

10 

11 

12 5.聞き取り調査と報告書作成 ・ 冬休み課題として、出身小学校での動物飼育状態

の聞き取り調査とその報告書を各自が作成 
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3 1 6.科学技術研究を知る 

先端科学研究者講義 

 

 

・ 大学等の研究者による講義（全７回） 2 

3 

 それぞれの学習項目の詳細は以下の通り。 

1. コンピュータを用いた情報処理 

 コンピュータの中身は生徒たちにとってブラックボックスである。1 台のコンピュータの中にさ

まざまな部品が入っていて、分解することができるとは考えていない。そこで、今年度は、最初に

一般的なパソコンの部品解体作業を見せ、その際に生徒も手伝うことによって、パソコンという１

つの「機械」が一つ一つの「さまざまな役割をもった部品の集合体」であることを意識させた。例

えば故障をしたときにはそのいずれかの部品が故障するのであり、それがわかれば部品交換等で修

理が可能であるということを意識することにつながり、機械の使い方や修理の可能性に目を向ける

意識を持つことができると考えた。また、ハードウェアそのものに興味をもつきっかけになり、エ

ンジニアという将来の選択肢も示すことができればという思いも込めた。（写真 1、2、3） 

   

写真 1：仕組みの説明 写真 2：解体作業序盤 写真 3：解体作業終盤 

 パソコンを使う上で一般的なソフトウェアの基本操作は中学校の技術・家庭の授業において習得

しているものとして、科学研究には欠かせない表計算ソフトウェアによる数値処理のみに主眼をお

いてソフトウェア実習を展開した。処理する数値は、コンピュータの組み立てを見たときに実際に

自分達が記入したアンケート結果を利用し、表の作成からグラフ化による整理までを目標に進めた。 

 最後に、情報交換ツールとしての電子メールの利用方法の習得を目指した。今年度は自分専用の

パソコンがなくても利用可能な Web メールを校内サーバで利用できるようにし、生徒個人個人にメ

ールアドレスを配布した上で、実際にそれを使ってみることで実践的に展開した。（写真 4、5） 

  

写真 4：Web メールログイン画面 写真 5：Web メール受信画面 

2. デジタルカメラによる記録保存 

 画像による記録保存は、科学分野において重要なものである。そこで、デジタルカメラによる記

録保存について、物理的な側面からの原理を含めて技術を身につけることを目的とした。 

 機器としてレンズや絞りといったカメラの要素がわかりやすいデジタル一眼レフカメラ（キヤノ

ン EOS Kiss Digital N）を用い、どのように撮影すれば、状況に応じた分かりやすい画像を撮影する

ことができるかを理解できることを目標とした。生徒自身による実際の撮影と、その撮影した画像

等を用いた絞りや露出、望遠などの原理解説を織り交ぜて実践的に展開した。（写真 6、7） 
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写真 6：実際の撮影画像で原理説明 写真 7：カメラを見せながらの説明 

3. 写真を利用した実習報告書作成 

 生命科学実習Ⅰにおいて福山大学で実施された実験実習について、生徒自身が撮影した画像を使

い、分からないことは各自が調べ、どのような実験に取り組んだのかを報告書としてワープロで作

成することを夏休みの課題とした。そのために、生命科学実習の実施時には生徒数人に１台ずつの

デジタルカメラを持ち、授業で習った内容を踏まえての撮影をさせることで、「デジタルカメラに

よる記録保存」の項目における実践とまとめの意味を持たせた。 

4. 発信器による追跡調査の基礎 

 今年度は新たに、生き物の生態を調べる際の追跡調査に用いられる電波発信器及び受信機に着目

し、基礎的な電波の知識を理解し、実際に受信機を用いた発信器の探索を体験することを授業に盛

り込んだ。身の回りに存在する電波とはどのようなものなのかという基本的な知識の理解から始ま

り、実際の受信機の操作と、それを用いて比較的広い範囲（学校周辺の水田地域）を対象とした発

信器の探索を実施した。探索時は地図と受信器を持った数人ずつのグループに分かれ、制限時間を

設け、お互いが競争意識を持つことでより積極的に探索に取り組むことを期待した。（写真 8～10） 

   

写真 8：探索開始直後 写真 9：探索中盤 写真 10：探索終盤 

5. 聞き取り調査と報告書作成 

 調査の方法の一つとして、聞き取り調査を実際に体験することに主眼を置いた。調査のしやすさ

と過去の調査との比較が可能であることを考え、過去に本校生徒が実施したことのある小学校の飼

育動物を調査対象とした。訪問先は生徒も行きやすい出身小学校とし、どのようなことを聞いて、

報告すべきかという基本的な項目を指示し、ワープロで報告書を作成することを冬休みの課題とし

た。その際にも、各自が撮影した写真を用いた。 

6. 科学技術研究を知る 

 ３学期にほぼ週１回のペースで、７回にわたり先端科学技術を研究する大学等の研究者を招き、

90 分間の講義を聴講させた。それぞれが課題研究に向けた意識付けとなるように設定した。今年度

もこの講義による課題研究への意識付けに重点を置き、昨年度の講義数は６つだったのに対し、今

年度は７つに増やした。 
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実際に設定した講義は次の７つである。 

第１回（1 月 18 日）「DNA のはたらき」 

西松伸一郎先生（川崎医科大学） 

 

第２回（1 月 25 日）「花酵母の採取と分類」 

秦野琢之先生（福山大学） 

 

第３回（2 月 1 日）「ヒトが動物／ヒトたる由縁」 

三浦郁夫先生（広島大学） 

 

第４回（2 月 8 日）「蚊の生態研究」 

津田良夫先生（国立感染症研究所） 

 

第５回（2 月 10 日）「有機合成化学」 

伊藤敏幸先生（鳥取大学） 

 

第６回（2 月 15 日）「ゲノムとは何か」 

橋本主税先生（JT 生命誌研究館、大阪大学） 

 

第７回（2 月 22 日）「時間生物学」 

富岡憲治先生（岡山大学） 
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検証・評価 

 授業実施に先立って情報機器環境に関するアンケートをしたところ、90%以上の生徒がパソコンで

ワープロソフトと表計算ソフトを使ったことがあり、プレゼンテーションソフトも 70%近くの生徒が

使ったことがあるという状況であったため、パソコンの操作に関しては困る生徒はいなかった。よっ

て、パソコンを用いた実習はスムーズに進行した。 

 今年度のパソコン分解作業の授業に関しての事後アンケートの結果はグラフ１のようになり、多く

の生徒が興味深く感じ、もっと知りたいという気持ちを持ったことがわかる。 

 

 

 さらに、授業後のコンピュータ（機械）そのものに対する気持ちをアンケートで聞くと、さすがに

部品そのものに興味を持つ生徒は少ないものの、動作原理に多少なりとも興味を持つ生徒は多く、組

み立ててみたいという気持ちを持つ生徒もかなり多かった。実際に分解してみることで、今まではほ

とんどなかったであろうコンピュータという機械そのものに対する興味と関心を引き出すことができ

たと言えるのではないだろうか。 

 先端の科学者による講義（３学期全７回）についての事後アンケート結果を整理すると次のように

なった。 

 

この結果を見ると、さまざまな分野の講義を聴いたものをひとまとめにしたものではあるが、およ

そ３５％の生徒がかなり興味深いと答え、どちらかというと興味深いというのを合わせると 88%に達

している。講義の内容によっては 60%ほどがかなり興味深いと答えた講義もあり、もともとの興味の

度合いによって理解度その他の反応も同様の割合を占める傾向が見られた。予測できることではある

が、このことは、来年度に受講することになる「生命科学課題研究」で生徒各自の興味に応じて分野

を選択することによって、積極性や理解の度合いに好影響を与えるであろうことを示唆している。こ

の講義において得られた科学研究に対するモチベーションを、次年度の「生命科学課題研究」におい

て、スムーズかつ積極的な活動に繋げていきたい。 
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３－３ 学校設定科目「生命科学課題研究」（生命科学コース第２学年２単位および随時） 

 

目的 

 化学・生物分野について高校履修内容より高度な研究に取り組み、専門家からの助言や研究施設等

の協力を得ながら進める中で、真理を探究する姿勢や研究手法、実験技術を身につけさせ、問題解決

能力や創造力を養う。さらに大学等で行われている研究の一端に触れることで、大学や大学院に進学

する意味を考え、進路を考えるきっかけにする。そして、研究内容をさまざまな機会に積極的に発表

させることにより、「生命科学基礎」で培ったプレゼンテーション能力にも磨きをかけさせる。 

 

今年度までの流れ 

 本校の指導教員と繋がりのある大学等との連携のもと、あらかじめ設定した研究分野の中から生徒

自身が興味、関心に基づいて取り組む分野を選んでいくというスタイルを今年度も踏襲した。基本的

に、ある程度前年度までの研究内容を参考にして引き継ぎ、より深めていくという形をとった。昨年

度までの校外での発表は、生徒にとっての満足感に繋がり研究の励みとなり、内容に対する理解も深

まり、その後の研究の進め方のヒントや助言も得られる大変意味のあるものであると感じられた。そ

こで今年度も、発表機会をできるだけ多く提供し、積極的に参加していく中で研究を進展させていく

ことを目指した。 

 

内容・方法 

 ３つのグループに分かれ、研究を進めた。各グループの活動内容は次の通り。 

 

1. 環境化学グループ 

 環境に関することを今年度の課題にしようと考え、生徒自身が試行錯誤した結果、植物を材料に、

その生育と化学物質の関係に着目し、テーマとした。まず材料としてゴーヤを用い、その生育と与

える環境との関係を考察した。さらに、発根段階のみに焦点を絞り、ブロッコリースプラウトを材

料として、化学物質の種類と濃度による発根との関係を考察した。その際に、昨年度の生徒が扱っ

たテーマとの関連から、イオン液体も材料物質として取り扱った。 

 年間の活動は次の通りである。 

学期 月 学習項目 学習内容 

1 4 1.ガイダンス 

2.課題設定 

・ 昨年度の研究内容の紹介と研究の進め方全般の説明 

・ このグループのテーマを設定 

5 3.実験計画と実験、

考察(1) 

・ 実験条件を考え、どのようにおこなうか計画し、分担して実

験を実施 

・ 実験結果を元に考察し、次の実験計画に反映 

・ 計画→実験→考察→計画…を繰り返す 

6 

7 4.校外発表(1) ・ ポスターを作成し、岡山大学大学院自然科学研究科主催の高

大連携「高校生・大学院生による研究紹介と交流の会」で発表 

2 8 5.夏期化学実験研修 ・ 鳥取大学大学院工学研究科にて、有機合成化学実験および機

器分析の実習（２泊３日） 

9 6.実験計画と実験、

考察(2) 

・ (1)と同様に計画→実験→考察→計画…を繰り返す 

10 

11 7.校内発表、 

校外発表(2) 

 

・ ポスターを作成し、SSH 研究成果発表会にて発表 

・ ポスターを作成し、「集まれ！理系女子 第１回女子生徒によ

る科学研究発表交流会」（主催：清心女子高等学校）にて発表 
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校外発表(3) ・ ポスターを作成し、「第６回高校化学グランドコンテスト」

（主催：大阪市立大学、大阪府立大学、読売新聞大阪本社）に

て発表 

12 8.実験計画と実験、

考察(3) 

・ (2)と同様に計画→実験→考察→計画…を繰り返す 

3 1 9.校外発表(4) 

 

校外発表(5) 

・ ポスターを作成し、「岡山県理数科理数コース課題研究合同発

表会」にて発表 

・ ポスターを作成し、『「集まれ！科学好き」科学好き発表会』

（主催：岡山県、科学 Tryアングル岡山）にて発表 

2 10.まとめ ・ １年間の研究をまとめる 

3 

 

 夏休みに実施した夏期化学実験研修の内容は次の通り。 

●清心女子高等学校 生命科学コース２年生夏期化学実験研修 

目的：今年度の課題研究授業において「環境化学」分野を選択した生徒たちが、化学の中でも有

機化学分野の最先端を研究している大学の研究室で、大学の先生や大学院生の指導のもとに

大学の設備を使用した本格的な有機化学実験を体験することで、実験手法やその考え方の習

得や、今後の活動の参考および励みとし、大学での研究に対する興味の喚起を目的とする。 

日時：2009 年 8 月 3 日（月）〜4 日（火）2 泊 3 日（8 月 2 日に前泊） 

場所：鳥取大学大学院工学研究科化学・生物応用工学専攻応用化学講座 伊藤研究室 

 （住所）鳥取県鳥取市湖山町南 4 丁目 101 番 

日程内容： 

１日目 午前 ・オリエンテーション 

・実験内容説明・実験準備 

午後 ・有機合成反応実習「Grignard 試薬による 1-phenylpentan-1-ol の合成」 

２日目 午前 ・有機化合物機器分析実習（1
H-NMR） 

午後 ・実験のまとめ 

研修のようす： 

 
伊藤先生の説明 

 

 
実験器具準備 

 
反応物混合 

 
生成物抽出 

 
TLC で精製準備 

 
NMR 測定 

 



 

 - 20 -

【評価】 

 夏期化学実験研修の事後アンケートによる結果が下表である。参加人数が６人と少ないのは「環境

化学」グループのみが対象であったためである。 

設問 
よくあて

はまる 

ややあて

はまる 

あまりあて

はまらない 

全くあては

まらない 

内容は全体的に興味深かった 5 1 0 0 

説明はわかりやすかった 2 4 0 0 

高度な内容だった 5 1 0 0 

高度な実験だった 5 1 0 0 

以前よりこの分野（有機合成化学）に興味がわいてきた 2 4 0 0 

この分野に関係しそうな学習に対する意欲がわいてきた 4 2 0 0 

分子をつくる、とはどのようなことなのか理解できた 0 4 2 0 

以前よりも大学での理系の研究に対するイメージが明確になっ

た 
5 1 0 0 

分子の構造を調べるには多くの方法があり、その中のいくつかは何となく理解できた 0 6 0 0 

化学とは社会の中でどのような位置づけのものなのか理解でき

た 
2 4 0 0 

大学で習う内容に興味がわいた 4 2 0 0 

 内容自体はかなり興味深く感じている。もともと生命科学課題研究として「環境化学」の分野を選

んでいる生徒だけが対象ではあるが、将来考えている進路はさまざまなので、最初からすごく興味が

あったとは限らない。内容も高度に感じているので、理解するには難しい内容が多かったことは間違

いないが、それでも興味や学習意欲がわいたと答えていることから、わからないことが多いながらも

実際に体験することが、将来へのモチベーションに繋がっていると考えられる。また、大学における

理系に対するイメージ確立にも大きく寄与しているようである。実験については終始、生徒は積極的

に取り組むことができた。これは普段、共に課題研究に取り組んでいる仲間だけで少人数であること

や、他の高校生は体験してないような実験に取り組んでいるという気持ちが良い方向に働いているの

ではないかと推察される。これらのことから、この実験実習の実施意義は十分にあるものと考える。 

 また、今年度は研究内容を昨年度の内容に縛られないものとしたため、年度を越えた継続性は薄く

なってしまったが、生徒自身の自主性と内容に対する理解度はかなり深めることができた。ただし、

校外発表によって得られた助言などから、次々といろいろな実験条件を考え、実験していったため、

分析が不十分でうまくまとめきれなかった面が本グループの指導を担当する者の今後の課題だと考え

ている。 

 もちろん、校外発表を重ねたことにより、研究への理解の深まりと、発表技術の向上、更なる取り

組みへの意欲の向上が見られた。発表後の生徒の意識アンケート結果のグラフ（下図）を見ると、生

徒の自己評価が厳しく、11 月までは発表を重ねるごとに自身へのハードルを高く設定する傾向が、全

体の出来に対する満足度が変わっていないのに、自身の説明に対する満足度が下がっている点から見

て取れる。しかし、2 月には、1 年間の研

究のまとめに入っていることもあり、満足

度はいずれも高くなっており、達成感を感

じ取っているようすもわかる。更に、2 月

においてもまだ、発表を良くしたいという

意欲は衰えていないことも、また発表した

い気持ちが強いことから読み取ることが

できる。 
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2. 時間生物学グループ 

(1) 今年度までの流れ 

本校は岡山大学理学部生物学科時間生物学研究室との高大連携を密に行っているので、課題研究の

テーマとして時間生物学分野を設定している。今年度の研究内容は大きくは 2 つであるが、その 1 つ

は、前年度の研究の引き継ぎであり、花の開閉現象に関わる生物リズムを解明することである。また、

もう 1 つの研究テーマは、岡山大学の富岡憲治教授による時間生物学の講義を聞いた際に、生徒が感

じた「植物でも時差ぼけを感じるのか」という疑問が出発であった。具体的には、花の開閉現象が光

周期や温度変化に適応する様子を追跡したり、葉の就眠運動リズムが時差ぼけ環境下でどのような影

響を受けるかについて研究した。 

また、前年度と同様に、岡山大学理学部生物学科での時間生物学実習を年末に行った。実習では概

日リズムの解析方法を学び、コオロギの歩行活動リズムについて解析を行った。また、実験室内の見

学を行い様々な研究機器について説明を受けた。さらに生徒達が行っている課題研究のプレゼンを研

究室の大学生・大学院生に向けて行った。これらを通して、時間生物学のより専門的な知識の習得に

加え、大学での研究生活をイメージさせるなど、研究に対する興味・関心を高めることを目指した。 

(2) 年間の活動内容 

１学期 ・前年度研究した生徒からの研究内容の引き継ぎ 

    ・研究方法の習得。今年度の研究に着手 

    ・平成 21 年度生物系三学会中国四国支部大会に向け、ポスター作成 

夏季休暇・時間生物学合宿（校内） 

２学期 ・研究データ数を増やし、それらをまとめ、考察を行うとともに、研究データについて随時

ディスカッションを行う 

    ・日本植物学会第 73 回大会、2009 年度清心女子高等学校 SSH 研究成果発表会、集まれ！理

系女子 第１回女子生徒による研究交流会に向け、ポスター発表資料の作成 

    ・第 53 回日本学生科学賞に出品するため、研究論文を作成。 

３学期 ・1 年間の研究データのまとめ 

    ・集まれ！科学好き「科学好き発表会」に向け、ポスター発表資料の作成 

・第 51 回日本植物生理学会年会特別企画「高校生生物研究発表会」のためのポスター作成 

(3) 具体的な研究内容 

【研究テーマ：花の開閉リズムの環境への応答】 

一日の間で花を開閉させる一日花は、変化する環境要因に影響されて開閉を行っていると考えられ

る。そこで私たちは、身近に観察できるイモカタバミを研究材料として用い、一日花がどのように環

境に適応し、花の開閉を行うかについて研究を行った。実験方法として、野外のイモカタバミをイン

キュベーター内で生育させ、①光条件を変更する、②温度条件を変更するという 2 つの条件下で花の

開閉リズムの観察を終日行った。その結果、花の開閉は光周期と温度にそれぞれ影響を受けていて、

どちらか一方だけが変化してもそれに同調するが、光の影響より温度の影響の方が強く、大きな温度

変化を与えた場合に花の開閉リズムがより顕著にあらわれることをつきとめた。 

【研究テーマ：眠る植物と時差ぼけについての研究】 

過去私たちが行ってきた実験から、カタバミ、ムラサキカタバミには概日時計が備わっており、葉

の就眠運動を行う際には、概日時計と光周期が大きく影響していることが分かっている。そこで私た

ちは、概日時計が存在するならば、“植物も人間と同様に時差ぼけをするのではないか”という仮説

を立て、その証明のための実験を行った。実験方法として、カタバミ科のカタバミとムラサキカタバ

ミ、マメ科のシロツメクサを材料として用い、それらを温度一定、明期:暗期＝12:12 の光周期に設定
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したインキュベーターの中で生育させた。その後、人工的に時差ぼけ環境を作り出し、葉の就眠運動

リズムと光合成リズムについて時差ぼけ現象を考察した。結果として、就眠運動に関しては、カタバ

ミ、ムラサキカタバミ、シロツメクサの全てにおいて、光周期に適応して規則的に就眠運動を行って

いたが、時差ぼけ環境下では、就眠運動リズムに乱れが見られた。この乱れは一時的なもので、２～

３日たつとリズムを修正して就眠運動を行っていた。就眠運動リズムの乱れというのは、明らかに“

時差ぼけ”であり、カタバミなどの植物も時差ぼけをするということが分かった。光合成に関しては、

時差ぼけ環境を与えても、与える前と同じようなリズムで光合成を行うことが分かった。 

(4) 岡山大学理学部生物学科での時間生物学実習 

詳細を下に示す。 

実施日：平成 21 年 12 月 16 日（木） 11 時 00 分～15 時 30 分 

場 所：岡山県岡山市津島中一丁目１番１号 岡山大学理学部生物学科 

対 象：生命科学コース 2 年 8 人（時間生物学グループ） 

日 程：11:00～11:20 研究室見学 

    11:20～14:20 講義・実習『概日リズムの解析法』（理学部生物学科富岡憲治教授） 

（途中、昼休憩挟む） 

    14:20～   :課題研究発表とディスカッション 

    15:00    :解散 

 
研究機器の説明 

 
講義の様子 

 
課題研究発表 

 

評 価：参加した生徒は、自分達の課題研究に直接関係した内容であるので、非常に興味を持って実習に取

り組んでいた。研究機器などはこの研究室でしか見られないものも多く、熱心に説明を聞いていた。概日リ

ズムの解析も大学で学ぶようなレベルの高い内容であるが、意欲的に参加している様子が伺えた。この実習

を通して、自分達が行っている研究の延長線上に大学での研究があるということを自覚できたと思うので、

その後の課題研究に対する意欲を高めるうえで特に有効だったと考えられる。また、自分達の課題研究内容

を専門家に向けてプレゼンすることは、生徒に対して行うプレゼンとは異なり、次の研究段階へとつながる

実質的なアドバイスを数多くもらえたので、生徒達にとってはとても良い経験になったと考えられる。 

 

(5) 校外での発表実績 

2009 年 5 月 16 日 生物系三学会大会中国四国支部高知大会 高校生ポスター発表 

2009 年 9 月 19 日 日本植物学会第 73 回大会（山形）「高校生による研究成果の展示発表」…優秀賞 

2009 年 10 月   第 53 回日本学生科学賞 岡山県審査（科学論文審査形式）…読売新聞社賞 

2009 年 12 月 22 日～24 日 第 53 回日本学生科学賞 中央最終審査（日本科学未来館）…入選 1 等 

2010 年 2 月 6 日  集まれ！科学好き 科学好き発表会（ポスター発表）…ストリートサイエンティスト賞 

2010 年 3 月 21 日 第 51 回日本植物生理学会年会特別企画「高校生生物研究発表会」（熊本大学） 

         …発表前のため、結果は未記入 
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3. 発生生物学グループ 

(1) 今年度までの流れ 

 【両生類】 

 1989 年から有尾両生類の研究に取り組んでおり、今年で 21 年になる。自然環境に目を向けさせる

教材として、授業と部活動で恒常的に活用してきた歴史がある。2006 年の SSH 指定された時には、

サンショウウオの飼育下での繁殖方法の確立と貴重種としての保護活動を中心テーマにして出発し

た。サンショウウオ科を含む両生類は、世界的規模で近年その数を激減させている。その原因は、大

規模な土地開発による生息地の消失、それにともなう汚水の流入などの環境悪化、水田の乾燥化、ペ

ットとしての捕獲、外来生物の影響などである。環境省レッドデータにもサンショウウオ科で 6 種が

指定され、その保護が必要とされている。 

 現在、2010 年 3 月現在で、生物教室で飼育しているのは、有尾両生類ではサンショウウオ科では、

カスミサンショウウオ・オオイタサンショウウオ・ヒダサンショウウオ、イモリ科では、アカハライ

モリ・シリケンイモリ・イボイモリ・ミナミイボイモリ、無尾両生類では、ヌマガエルのアルビノで

ある。オオイタサンショウウオとカスミサンショウウオ、イボイモリでは、飼育下での繁殖を試みて

いる。 

【爬虫類】 

 2009 年度から新たなテーマとして、学校周辺の水田地域に生息するカメの調査を始めた。ペットと

して飼われ、人為的に放流されることによって野生化したミシシッピーアカミミガメの在来種のカメ

への影響を解明することを目指している。今年度から、捕獲による生息数の調査とテレメトリーを使

った行動調査を始めた。来年度は大きな成果がでることを期待している。 

【森林】 

2006 年度から毎年１年生を対象に、鳥取大学フィールドサイエンスセンター教育研究林で森林調査

を行っている。「森林の CO2吸収能力について人工林と天然林との比較」、「遷移段階での違い」な

どのテーマをもって実施しているので、本グループでは、最終的なデータを整理し、研究発表するこ

とに取り組んでいる。 

【学校飼育動物】 

1999 年度から授業の課題として学校飼育動物の調査はスタートした。その後、「情報Ａ」や「総合

的な学習の時間」の『生命』」で、調査や分析を継続し、現在に至っている。調査内容を、学校飼育

動物にしたきっかけは、当時、青少年の事件が多発しており、命を軽視することが問題になっていた

状況下で、子どもたちに命の大切さを教えるための教材として、小学校で飼われている動物の役割を

見直すことが目的だった。10 年間実施してきた調査により、次のような新しい問題を見つけることが

できた。 

① 高校生にとって小学校時代の飼育動物についての記憶がほとんどない状態で、意識されていない

存在になってしまっている。 

② ウサギの生き埋め事件に代表されるように、飼育について先生方の理解が乏しいのが現状で、赴

任したばかりの若い先生に飼育の担当が押しつけられるような状況にある。 

③ 飼育についての負担感が大きく、鳥インフルエンザ等を理由に飼育を止める傾向がでだしている。 

④ ペットの殺処分など、動物の命が物のように扱われる傾向が強まっている。 

さらに、生徒の出身小学校に限定した訪問による聞き取り調査だけでは、データとして全体像が見

えてこないと考え、より広域に詳細な調査が必要だと考えた。岡山県で学校飼育動物の現状を把握で

きる全県的な調査が今まで実施されていなかったこともあり、2008 年に岡山県内の小学校を対象にし

たアンケート調査を実施することにした。今年度は、データ解析の結果を公表する方向で取り組んだ。 
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【酵母】 

2006 年から、様々な花を採取し、それらに生息している野生の酵母を分離・採取し、(1)リボソーム

RNA をコードする DNA の配列や電気泳動核型をもとに、採取した酵母を分類する、(2)花の種と酵母

の種との関係を微生物生態学的に解析する、(3)採取した野生酵母のアルコール発酵能の有無を検定す

る。以上の実験・研究を通して、自然界に存在する微生物のうち、「酵母」に分類される真核微生物

の多様性、生態、機能およびその生息する花との関係について考察することを目標に取り組んでいる。 

今年度は、2008 年 10 月下旬より 2009 年 6 月上旬の間に、二子山周辺や花屋などで採取した 64 種

の花について、柱頭、やく、花びらの中心などを綿棒でこすり取り、分離源とした。分離用の培地に

は YPG（Yeast extract 1%、Peptone 2%、Glucose 2%）、YPM（Yeast extract 1%、Peptone 2%、Malt extract  

2%）、PDA（Potato dextrose agar）の 3 種を用いた。培地にはクロラムフェニコールを最終濃度 100μ

g/ml となるように添加した。分離源を各液体培地に懸濁し、懸濁液を各平板培地にスプレッドして、

25〜28℃で数日〜10 日間培養した。形成されたコロニーの観察と細胞の顕微鏡観察によって、大きさ、

形状、色、つやより、酵母と推定されるものを選択し、各々新しい培地に移し、最終的に独立コロニ

ーとして分離した。分離した菌株は染色体 DNA の電気泳動核型や 18SrDNA の塩基配列によって同定

を試みた。またアルコール発酵能力とセルロース分解能力についても調べた。 

(2) 年間の活動内容 

今年のメンバーは、7 名で出発したが、2 学期から海外留学する生徒が 1 名おり、6 名で取り組んだ。

餌やりなどの両生類の世話は、全員で日課としてこなした。2008 年産まれの個体のみ、生命科学コー

スの 1 年生 28 名が当番で世話してもらった。研究で学会や研究会に向けて、「両生類」をテーマに中

心的に取り組んだ生徒は 2 名、「爬虫類」は 1 名、「森林」は 4 名、「学校飼育動物」は 1 名、「酵

母」は 2 名であったが、複数のテーマを担当する生徒がいたので、その他のメンバーも臨機応変に協

力するという体制で。学会や研究発表会を目指して取り組んだ。 

【両生類】 

１学期 ・幼生の飼育条件変更による生存率の調査、共食い現象の行動分析を行う 

・平成 21 年度生物系三学会中国四国支部大会に向け、ポスター発表資料作成 

２学期 ・合宿（校内）を行い、共食い現象の行動分析についてデータ数を増やす 

・頭胴長や体重等のデータから、成体の外形と雌雄の関連性、性成熟に要する年数を調査 

・日本動物学会第 80 回大会、2009 年度清心女子高 SSH 研究成果発表会に向け、ポスター発

表資料の作成 

・集まれ！理系女子 第１回女子生徒による研究発表交流会に向け、口頭発表資料作成 

・第 45回半田祭(岡山理科大学学園祭)企画 わくわく科学の広場 2009に向け、口頭発表資料作成 

３学期 ・人工受精、飼育下での自然産卵実験を行う 

・受精卵からの発生段階を記録し、ステージ表の作成を試みる 

・慶應義塾大学と連携し、巨大化個体と共食い現象の関係を調査 

・日本薬学会第 130 年会特別企画 「高校生シンポジウム」に向け、口頭発表資料作成 

【爬虫類】 

１学期 ・学校設定科目「生命」の時間に、学校周辺のカメの捕獲調査を実施 

２学期 ・カメの捕獲調査 

・テレメトリーを使った行動追跡調査 

・集まれ！理系女子 第１回女子生徒による研究発表交流会に向け、ポスター発表資料作成 

【森林】 

１学期 ・森林の樹木調査（プロット内の樹種、樹高、胸高直径、樹齢の測定） 

２学期 ・森林調査のデータ解析 

・日本動物学会第 80 回大会に向け、ポスター発表資料作成 
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３学期 ・日本農芸化学会 2010 年度大会 ジュニア農芸化学会 2010 に向けて、ポスター発表資料作成 

【学校飼育動物】 

１学期 ・岡山県内幼稚園対象に学校飼育動物のアンケートを実施 

・2008 年に実施した岡山県内小学校対象の学校飼育動物のアンケートをデータ解析 

２学期 ・日本動物学会第 80 回大会に向け、ポスター発表資料作成 

３学期 ・全国学校飼育動物研究大会に向け、口頭発表資料作成 

【酵母】 

１学期 ・前年度から引き続きデータの採集 

・今年度の研究の具体的な目的を決定。 

・夏期休暇に、発生生物学合宿（校内、酵母班含む） 

２学期 ・研究データの採集、またそれらのまとめ、考察を行った 

    ・日本動物学会第 80 回大会に向けて、ポスター発表資料作成 

３学期 ・来年度研究を行う生徒への引き継ぎのため、生命科学コース 1 年生に研究内容を説明 

・１年間のデータ解析 

・日本農芸化学会 2010 年度大会 ジュニア農芸化学会 2010 に向けて、ポスター発表資料作成 

(3) 校外での発表実績 

【両生類】 

2009 年 5 月 16 日 生物系三学会大会中国四国支部高知大会 高校生ポスター発表… 

優秀プレゼンテーション賞 

2009 年 9 月 19 日 日本動物学会第 80 回大会（静岡）「高校生による生物研究のポスター発表」…優秀賞 

2009 年 10 月 31 日 集まれ！理系女子 第１回女子生徒による研究発表交流会（福山大学） 

2009 年 11 月 21 日 第 45 回半田祭（岡山理科大学学園祭）企画 わくわく科学の広場 2009 「中学・

高校生科学研究発表」 

2010 年 3 月 30 日 日本薬学会第 130 年会特別企画 「高校生シンポジウム」（岡山大学）  

【爬虫類】 

2009 年 10 月 31 日 集まれ！理系女子 第１回女子生徒による研究発表交流会（福山大学） 

【森林】 

2009 年 5 月 16 日 生物系三学会大会中国四国支部高知大会 高校生ポスター発表…  

最優秀プレゼンテーション賞 

2009 年 9 月 19 日 日本動物学会第 80 回大会（静岡）「高校生による生物研究のポスター発表」…優秀賞 

2009 年 10 月 31 日 集まれ！理系女子 第１回女子生徒による研究発表交流会（福山大学） 

2009 年 11 月 5 日 国際連携シンポジウム（玉島高校） 

2010 年 3 月 28 日 平成 21 年度中学高校環境研究発表交流会（岡山市立北公民館） 

2010 年 3 月 29 日 日本農芸化学会ジュニア農芸化学会 2010（東京大学） 

【学校飼育動物】 

2009 年 9 月 19 日 日本動物学会第 80 回大会（静岡）「高校生による生物研究のポスター発表」…優秀賞 

2009 年 10 月 31 日 集まれ！理系女子 第１回女子生徒による研究発表交流会（福山大学） 

2010 年 2 月 7 日  全国学校飼育動物研究大会（東京大学） 

【酵母】 

2009 年 9 月 19 日 日本動物学会第 80 回大会（静岡）「高校生によるポスター発表」… 優秀賞 

2009 年 10 月 31 日 集まれ！理系女子 第１回女子生徒による研究発表交流会（福山大学） 

2010 年 3 月 29 日 日本農芸化学会ジュニア農芸化学会 2010（東京大学） 
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３－４ 学校設定科目「数理科学課題研究」（文理コース第２学年２単位および随時） 

 

目的 

数学・物理分野について、高校履修内容より高度な内容の研究に取り組み、専門家からの助言や大

学等の協力を得ながら進める中で、真理を追及する姿勢や実験手法、実験技術を身につけさせ、問題

解決能力や創造力、研究発表会などでのプレゼン技術を養う。さらに複数回にわたって大学の研究室

を訪問し、そこで行われている研究や施設にふれることで研究の意味や進路を考えるきっかけにする。 

 

今年度の流れ 

2 年生は今年度も引き続き、前年度の「微小磁石の１次元配列の統計的考察」をテーマとして扱お

うと考えていたが、このテーマを進めるにあたって、使用している磁石の“強さ”を知る必要があっ

た。そこで、今年度は、磁石の“強さ”を測るための実験方法の確立を目的とした。「科学先取り岡

山コース」にグループで参加し、大学の教授からアドバイスを頂きながら、実験器具の作成から行っ

た。また、今年度は 3 月 21 日に日本物理学会での発表を最終目的とし、それ以外の発表の機会にも積

極的に参加するようにした。 

3 年生は、8 月 6 日～7 日、パシフィコ横浜で開催された「平成 21 年度スーパーサイエンスハイス

クール生徒研究発表会」で、昨年度までの研究結果についてポスター発表を行った。 

 

内容・方法 

年間指導計画は次の通りである。 

１学期 ・磁石の基本的性質を観察 

・研究テーマの学習 

・実験器具作成 

「平成 21 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会」にてポスター発表

(2009.8.6～7) 

２学期 ・計測実験 

・2009 年度清心女子高等学校 SSH 研究成果発表会にて口頭発表（2009.10.30） 

・「集まれ！理系女子 第１回女子生徒による科学研究発表交流会」にてポスター発表

（2009.10.31） 

・「第 2 回女性科学技術者講演会 おかやま発、－サイエンスな女性たち PartⅡ－」にて

ポスター発表（2009.12.12） 

３学期 ・計測実験 

・「第 10 回岡山県理数科理数コース課題研究合同発表会」にてポスター発表（2010.1.30） 

・「集まれ！科学好き 科学好き発表会」にてポスター発表（2010.2.6）  

ストリート・サイエンティスト賞受賞 

・「日本物理学会 第６５回年次大会」にて口頭発表（2010.3.21） 

随時、岡山大学理学部物理学科や研究施設の訪問を取り入れた。内容は次の通り。 

・大型放射光施設 Spring-8（兵庫県西播磨）見学（2009.4.26） 

・岡山大学理学部物理学科 量子物質物理学研究室訪問(2009.5.12)  

・岡山大学理学部物理学科 量子構造物理学研究室訪問(2009.6.30) 

・2009 年 9 月 9 日、17 日、11 月 17 日・・・岡山大学にて実験 

・夏期休暇、冬期休暇・・・岡山大学にて実験 
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【活動の様子】 

■Spring-8 見学 

  

 

■岡山大学理学部物理学科 量子物質物理学研究室訪問 

  

  

■実験風景 

  

 

【研究活動の概要】 

①磁石についての観察、学習 

・昨年までの研究「微小磁石の１次元配列の統計的考察」の学習 

・磁石の基本的性質の体験、説明 

・岡山大学理学部物理学科を訪問し、超流動、磁石の働きなどを体験し磁石に対する理解を深めると

ともに、これから行う研究の位置づけなどを学習した。 

②磁石の“強さ”を測る 

磁石の“強さ”を測るため、コイルを貫く磁束の変化によって電磁誘導が起こるというファラデー

の法則をもとに実験装置を製作した。コイルの巻き数が多いほど誘導起電力は大きくなるので、100

回巻きで、コイルの長さ、コイルを巻くパイプの内径を変え、実験装置を５本作り、実験を重ねた。

磁石の“強さ”は、実験で得られた結果をグラフにし、そのグラフの面積を求めることで求める。そ

の結果コイルを巻くパイプは、通過させる磁石の大きさに近いもの、コイルの長さは短いものが安定

した実験結果を得られることがわかった。 

③今後の課題 

今回使用した磁石は、小さいため磁極の距離が近かった。このため、互いの影響が強く出たので、

実際の強さより、小さい値が出た。そこで、磁極同士を離すために、磁石を２個、３個と繋げてみた

ところ、それぞれの磁極のピークの間に、小さいピークが現れた。今後は、この小さいピークの原因

を探るとともに、昨年度までの研究テーマである、微小磁石の配列が外部磁場によってどのように影

響を受けるかも実験していきたい。 

外部磁場は、直径の大きいコイルの中に、一列に並べた方位磁石を置き、電流を流しコイルに磁場

を発生させ、徐々に流す電流を増やしていき、一列に並ぶ磁場の強さを測りたいと思う。 
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３－５ 学校設定科目「物質科学課題研究」（文理コース第２学年２単位および随時） 

 

目的 

 テーマごとに身近にある物質の測定分析を通して、類似点・相違点から新たな課題を発見する。ま

た、科学実験や課題研究のおもしろさを、地域に発信する手段として課題研究に取り組む。この講座

を通して、主体者として研究できる能力の育成を目指す。 

 

新設の経緯 

 食品や化粧品など、普段の生活に関わる物に対して、化学的な視点を向けることを目的とした、「生

命科学課題研究」「数理科学課題研究」と並ぶ科学的思考力と実践力の育成を目的として、岡山大学

農学部食品生物化学研究室と連携し、平成 21 年度より新設した。 

 また、児童の科学的思考を育てるための科学教室への取り組みを研究し、工夫された実験や指導法

の開発に取り組むことで、将来、科学の楽しさを伝えることのできる女性の育成を目的としている。

校外での活動場所として、岡山県立児童会館と連携した。 

 

内容・方法 

身の回りに化学が非常に多く関わっていることを、講座選択した生徒自身が認識するため、一学期

はガイダンスに重点を置く。２学期より、研究課題を決定し、各グループでの研究を開始する。 

１学期 

 

第 1 回（4/14）保湿クリーム作り 

第 2 回（4/21）万華鏡作り 

第 5～7 回、第 9 回（6/2、9、16、30）抗酸化測定実験 

第 8 回（6/23）講義「味覚修飾植物～ミラクルフルーツとギムネマ～」 

２学期 第 10 回～18 回（9/8、15、29 10/13、27 11/10、17、24 12/1）課題研究 

各グループ毎に、計測、集計を行い、文献を元にして考察を行う。 

校内および福山大学で行われるポスター発表に向けてのポスター作成や発表練習

を行う。 

３学期 第 19～26 回（1/12、19、26  2/2、9、16、23 3/2）課題研究 

 ２学期のポスター発表を受け、新しい課題を見つけ、研究を深めている。 

 ポスターを作成し、「岡山県理数科理数コース課題研究合同発表会」『「集まれ！

科学好き」科学好き発表会』にて発表。 

 

≪ガイダンス詳細≫ 

・保湿クリーム作り 

身の回りに科学が活かされていることを体験するため、天然成分を使った保湿クリーム作りを行

う。化粧品を作る行程が科学実験に似ていることから、科学的好奇心の刺激を狙った。 

9 月の文化祭では、保湿クリーム作りを模擬店として行い、多くの来場者に体験してもらうとと

もに、乳液と保湿クリームの違いなどを学習する場を設け、科学の楽しさを発信した。 

・万華鏡作り 

プラバンと手芸用ビーズを用いて、鏡を使わない万華鏡作りを行った。これは、5 月 5 日に岡山

県立児童会館で行われた「こどもまつり」への出展準備として行われた。出展するだけではなく、

科学教室のための大量な下準備などを体験することで、一つ一つのイベントの裏方の大変さを知る

と共に、その労力の先に科学好きを育てる事ができることを伝えた。 

・講義「味覚修飾植物～ミラクルフルーツとギムネマ～」 

日本福祉大学健康科学研究所の島村光治先生の体験講義を設定した。甘さを感じなくなる「ギム

ネマ」、酸っぱい物が甘く感じる「ミラクルフルーツ」を体験した。味覚とは、化学物質を味とし
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て感じていることを学習し、物質のはたらきが体の感覚器官に作用するしくみを学習した。  

    

4/14 保湿クリーム作り         5/5「こどもまつり」（岡山県立児童会館） 

    

  6/23 味覚修飾植物 体験講義      9/15 文化祭「手作り保湿クリーム体験」 

≪平成 21 年度の研究課題とポスター発表≫ 

【調理方法による食品の抗酸化活性の変化】 

昨今の健康志向の高まりとともに、食品に含まれる様々な有効成分に関する情報がマスコミ等を通

じて氾濫しているが、実質の含有量や他食品との比較など、消費者が日々の食生活で実感できる情報

は乏しい。健康に良いとされる食品中の抗酸化活性が、調理や組み合わせにより、どの程度減少する

かを調べ、より効率の良い調理法を導くことを目標としている。 

 10 月 31 日「集まれ！理系女子 第１回女子生徒による科学研究発表交流会」 

 12 月 12 日「おかやま発、－サイエンスな女性たち PartⅡ―」 

 11 月 30 日「岡山県理数科理数系コース課題研究合同発表会」 

 12 月 16 日『「集まれ！科学好き」科学好き発表会』《科学する心賞 受賞》 

 13 月 29 日「ジュニア農芸化学会」（発表前のため結果は未記入） 

【抗酸化物質がおよぼす果物電池の内部抵抗への影響】 

異なる 2 種類の金属を果物などに電極としてさすことで電池になることはよく知られている。この

ときに発生する電圧（起電力）は、金属板の種類によって決まる。しかし、実際に実験を行うと様々

な要因が内部抵抗となり、得られる電圧が低下する。化学電池の電圧低下を防ぐ方法として、酸化剤

を加えることが知られている（減極剤）。その一方、抗酸化作用を持った果物は、電圧低下を促進し

ているのではないかと考え、実験で得られる電圧と、果物の抗酸化活性の強さとの関係を調べる。 

 10 月 31 日「集まれ！理系女子 第１回女子生徒による科学研究発表交流会」 

 12 月 12 日「おかやま発、－サイエンスな女性たち PartⅡ―」 

 13 月 29 日「ジュニア農芸化学会」（発表前のため結果は未記入） 

【紫キャベツ液に換わる、身の回りの pH 指示薬のスクリーニング】 

酸性やアルカリ性など、水溶液の液性を調べるために、リトマス紙や BTB 液が用いられる。また、
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身近な物から作る指示薬として、紫キャベツ液がよく紹介される。しかし、身近な物で指示薬のはた

らきをする物は、紫キャベツ以外にもあるはずである。飲料を中心にあらゆる物で、指示薬のはたら

きがあるのかを調べ、データを集め、より身近な物で指示薬のはたらきがあるものを探す。 

 10 月 31 日「集まれ！理系女子 第１回女子生徒による科学研究発表交流会」 

 13 月 13 日『わくわく科学教室「水溶液を科学する」』 

    

2 月 6 日『「集まれ！科学好き」科学好き発表会』 《科学する心賞 受賞》 

【生徒への影響】 

2 月に課題研究を振り返って、生徒対象（21 名）にアンケートを行った。 

2 番目の表の「課題研究を通して、身近な科学情報への興味が増した」の回答で「大変そう思う」が

50%以上を占めた。3 番目の表の「課題研究を通して授業でわからなかった内容が理解できるように

なった」の回答で 40%が「そう思う」と答えたことは、今後の科学教育のあり方への一つの指標とな

ると考えられる。4 番目の表の課題研究への取り組み方では「計画」「記録」「発表」など、実験作

業では、積極的な姿勢が見られた。しかし、「仮説立て」「精度向上」「文献理解」「考察」といっ

た、課題研究としての自発的な取り組みへの意識は低かった。指導の改善が今後の課題である。 
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「課題研究」全体における検証・評価 

 「生命科学課題研究」および「数理科学課題研究」、「物質科学課題研究」を履修した生徒に対し、

その効果を計るために年度末にアンケートを実施した。結果をグラフ化したものが下図である。 
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 内容を面白く、興味深く感じたかどうかに関しては、ほぼ全員が肯定的に捉えている。科学への興

味も 80%以上がどちらかといえば増したと答えている。実験観察技術の向上や知識の習得についても

同様の結果になっており、自分たちの手で研究を進めたことによって技術や知識を取得することがで

きたと感じ、科学的な手法がいかなるものかということを理解できたと感じている生徒が多いことが

推察される。 

 逆に、肯定的な生徒が 80%を下回る項目を見ると、科学的な思考力とプレゼンテーション力が少し

ではあるが、他に比べて低い値を示している。科学的な思考力やプレゼンテーション力がいかなるも

のかということに対してのイメージ不足の生徒がいるのではないかと思われる。特にプレゼンテーシ

ョンというと、ステージでプレゼンテーションソフトウェアを用いて映像を交えた発表をするイメー

ジが強いのかも知れない。研究を進めていく中で、科学的な思考がどのようなものかということを意

識させ、各種発表の準備においてはプレゼンテーションで他人にわかりやすく伝えることを意識させ

て生徒に取り組ませることでよりよい効果を生んでいきたい。さらに、プレゼンテーションでは、発

表者が限られてしまった結果として、否定的な回答率が高くなっていると推察されるので、多くの生

徒が発表に関わることができるように引き続き取り組んでいく必要がある。 

 将来に向けた質問項目を見ると、大学での研究に対するイメージの取得や、研究対象とした事象に

対する知識欲の向上では肯定的な回答が 80%弱となっているのも、他項目と大きな差は見られない。

ただ、大学でも様々な研究をしたいかという問いに対しては、かなりあてはまるという割合が高い反

面、あてはまらないという割合も比較的高い。これは、今年度より文理コースで課題研究に参加する

対象者を広げ、いわゆる文系の生徒がかなり増えていることから、将来の研究に対する思いにはつな

ぐことができなかったのかもしれない。 

 改善点はさらに考えながら進めていく必要があるが、課題研究設定の目的はある程度達成している

と考える。 

 

 

 

 

 



 

 - 33 -

３－６ 学会等発表 

 

目的 

 自分の行った研究をポスターセッションや口頭で発表することで、自分の研究を他の人達に伝える

ためのプレゼンテーション能力が養われるとともに、発表に向けてデータの整理や、それに関する考

察を行うなかで、自分の研究内容に関する知識を深める。また、発表後に行われる質疑応答をこなし、

様々なアドバイスを聞くことにより、自分の研究内容について考える機会が与えられ、研究意欲が高

まる。さらに発表会の中で他の人たちが行っている研究を聞くことで、自分達の研究に足りないもの

を見つけ、それ以降の研究に対する意欲を高める。 

 

昨年度までの流れと実施の状況 

 生命科学課題研究・数理科学課題研究の研究成果の校内発表会は、毎年 1 回行われる本校の SSH 研

究成果発表会の中で定期的に行っている。また、各種学会や科学コンテストなどの外部主催の発表会

にも積極的に参加している。昨年度は 15 の学会・発表会に参加し、平成 20 年度スーパーサイエンス

ハイスクール生徒研究発表会での科学技術振興機構理事長賞をはじめとして、様々な賞を受賞した。

今年度は新たに物質科学課題研究が加わり、新たなグループと共に研究内容にさらに磨きをかけた。

また、本校主催の「集まれ！理系女子 第 1 回女子生徒による科学研究発表交流会」においても、よ

り良い研究内容を発表できるよう積極的に実験に取り組み、プレゼンテーション能力を磨いた。その

結果、今年度は 8 の学会、13 の研究発表会に参加し、様々な賞を受賞した。平成 21 年度の各種研究

発表会の参加状況を以下に示す。 

 

 発表会名称 発表形式 受賞結果 年月日 

学 
 

会 

平成 21 年度生物系三学会 

中国四国支部大会 
ポスターセッション 

最優秀プレゼンテーション賞 

優秀プレゼンテーション賞 

2009/ 

5/16 

日本植物学会第 73 回大会一般公開 

高校生による研究成果の展示発表 
ポスターセッション 優秀賞 

2009/ 

9/19 

日本動物学会第 80 回静岡大会 ポスターセッション 優秀賞 
2009/ 

9/19 

第 12 回全国学校飼育動物研究大会 口頭発表  
2010/ 

2/7 

第 51 回日本植物生理学会年会特

別企画「高校生生物研究発表会」 
ポスターセッション  

2010/ 

3/21 

日本物理学会 第 65 回年次大会 口頭発表  
2010/ 

3/21 

ジュニア農芸化学会 2010 ポスターセッション  
2010/ 

3/29 

日本薬学会第 130 年会特別企画 

「高校生シンポジウム」 
口頭発表  

2010/ 

3/30 

研
究
発
表
会 

 
 

 

岡山大学「高校生・大学院生に 

よる研究紹介と交流の会」 
ポスターセッション  

2009/ 

7/31 

平成 21 年度スーパーサイエンス 

ハイスクール生徒研究発表会 
ポスターセッション  

2009/ 

8/6～7 
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第 53 回日本学生科学賞 

岡山県審査 
科学論文審査 読売新聞社賞 

2009/ 

10 月 

2009 年度清心女子高等学校 SSH

研究成果発表会 

口頭発表 

ポスターセッション 
 

2009/ 

10/30 

集まれ！理系女子 第１回女子生

徒による科学研究発表交流会 

口頭発表 

ポスターセッション 
 

2009/ 

10/31 

第 6 回高校化学グランドコンテスト ポスターセッション  
2009/ 

11/1 

 
SSH 国際連携シンポジウム 英語での口頭発表  

2009/ 

11/5 

第 45 回半田祭企画 わくわく科学の広

場2009「中学・高校生科学研究発表」 
口頭発表  

2009/ 

11/21 

第2回女性科学技術者講演会おかやま

発、―サイエンスな女性たち PartⅡ― 
ポスターセッション  

2009/ 

12/12 

第 53 回日本学生科学賞 

中央審査 

科学論文審査 

ポスターセッション 
入選 1 等 

2009/12/ 

22~24 

岡山県理数科理数コース課題研究

合同発表会 
ポスターセッション  

2010/ 

1/30 

科学 Tryアングル岡山主催 

「集まれ！科学好き」 
ポスターセッション 

ストリートサイエンティスト賞 

科学する心賞 

2010/ 

2/6 

 平成 21 年度中学高校 

環境研究発表交流会 
ポスターセッション  

2010/ 

3/28 

 

実施の効果 

生徒達は多くの時間を費やし、実験データの整理と考察、参考文献を読むなど、発表の準備を入念

に行っていた。また、発表を終えた生徒の感想文には、「自分たちの実験に興味を持ってもらえるこ

とが一番印象深かった」「自分たちの研究は、他のと比べると研究期間も短いし、足りないところ

ばかりだと気付いた」といった記述があり、発表することは自分達の研究について考える機会となっ

たと考えられる。また、「自分たちの発表の仕方には満足しているが、内容が広すぎて説明を聞い

てくださった人々にとっては自分たちの研究の成果が伝わらなかったのかなと思った」との記述

があったため、プレゼン能力の向上の必要性を考えた生徒達も多かった。これらの感想から、仮説ど

おりの結果は得られていると考えられる。 

平成 21 年度は 21 の学会・発表会において発表を行った。昨年度参加した発表会の数は 15 であった

ので、発表の機会はさらに増えている。今年度は口頭発表やポスターセッションだけでなく、科学論

文の作成にも力を入れ、理科系に進むうえで必要となる作文技術の向上も目指した。また、一部の発

表は英語でポスターを作るなど、国際性を意識した発表をするよう指導したことも特徴的である。さ

らに、「集まれ！理系女子 第１回女子生徒による科学研究発表交流会」では、高校生や学校関係者

に対してだけ発表するのではなく、一般参加者も多数見られたので、“聞く人に合わせてプレゼンす

る技術”を身につけることができたと考えられる。 

各生徒が年間を通じて数回の発表をこなすことにより、全体的なプレゼン能力・技術もどんどん高

まり、研究意欲も向上している様子もうかがえた。また様々な賞を受賞したことにより、生徒達が自

分たちの研究内容について自信と誇りをもつようになったと考えられる。 

 

※主な発表会で使用したポスターセッション資料を参考資料として次ページ以降に示す。
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平成 21 年度生物系三学会中国四国支部大会 最優秀プレゼンテーション賞 受賞 
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平成 21 年度生物系三学会中国四国支部大会 優秀プレゼンテーション賞 受賞 
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平成 21 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（発表ブース左面） 

発表タイトル「方位磁石を使った自発的対称性の破れ理論の可視化モデルとその解析」 
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平成 21 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（発表ブース中央） 

発表タイトル「方位磁石を使った自発的対称性の破れ理論の可視化モデルとその解析」 
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平成 21 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会（発表ブース右面） 

発表タイトル「方位磁石を使った自発的対称性の破れ理論の可視化モデルとその解析」 
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日本植物学会第 73 回大会 一般公開 高校生による研究成果の展示発表 優秀賞 受賞 
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日本動物学会第 80 回静岡大会 優秀賞 受賞 
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日本動物学会第 80 回静岡大会 優秀賞 受賞 
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岡山県理数科理数コース課題研究合同発表会 
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岡山県理数科理数コース課題研究合同発表会 
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３－７ 生命科学実習 

 

目的 

 大学において、高校で学習する内容よりも高度な内容の実験を、大学の教員や学生の指導の元で体

験することにより、科学分野に対する興味、関心を喚起する。また、大学という場所に足を踏み入れ

ることで、進学を意識させ、主体的な進路選択と高校での学習に対する真摯な姿勢を養う。 

 

●高大連携事業「生命科学実習Ⅰ」（生命科学コース第１学年随時） 

 

今年度までの流れ 

 SSH１年次より福山大学と連携し、年３回の実習を行っているが、４年次にあたる本年度も同様に

３回の実習を行った。福山大学生命工学部の中で、生物工学科、海洋生物学科、生命栄養科学科の３

つの学科で実習を行い、生物学において幅広く知識・技術を得ることができている。実習はおもにグ

ループに分かれて行い、各グループにそれぞれ大学の先生と TA がついての指導であるのできめ細や

かな指導を実現している。 

 

内容・方法 

年間の活動計画は次の通り。 

学期 月 実施場所 テーマ 

1 6 福山大学生命工学部生物工学科 
生命科学実習Ⅰ① 

「大学の実験室や研究室を覗いてみよう」 

2 9 福山大学生命工学部海洋生物学科 
生命科学実習Ⅰ② 

「海洋生物の研究」 

2 12 福山大学生命工学部生命栄養科学科 
生命科学実習Ⅰ③ 

「食品栄養学実験」 

 実施内容の詳細を以下に示す。 

■生命科学実習Ⅰ①「大学の実験室や研究室を覗いてみよう」 

 実施日時：平成 21 年 6 月 13 日（土）10:30～16:00 

 実施場所：広島県福山市学園町１番地三蔵 福山大学生命工学部生物工学科 

 内容（概要） 

 1．講義「生命科学とは何だろう」「生命科学ではどんな実験をするの？」（講師：秦野琢之先生） 

 2．実験内容説明 

 3．生物・化学実験   

① 見る技術 

② 微生物と親しむ 

③ 遺伝子組換え大腸菌を用いた植物酵素の分解 

④ クロマトグラフィー 

⑤ Let’s try 酵素分析法 

⑥ DNA の単離と電気泳動による解析 

⑦ 色の変化について 

   ※ 実験はグループに分かれて①～⑦の中から１つを体験 

4．質問コーナー 
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活動の様子 

講義風景 実験① 実験② 

実験③ 実験④ 実験⑤ 

 

■生命科学実習Ⅰ②「海洋生物の研究」 

 実施日時：平成 21 年 9 月 26 日（土）10:30～16:00 

 実施場所：広島県福山市学園町１番地三蔵 福山大学生命工学部海洋生物学科 

 内容（概要） 

 1．講義「生物の多様性と共通性」（講師：三輪康彦先生） 

 2．実験内容説明 

 3．生物実験   

① 海洋動物の形態観察 

② 魚の解剖 

③ 海藻の光合成色素の分離 

   ※ 実験はグループに分かれて①～③の中から１つを体験 

4．質問コーナー 

 

活動の様子 

実験① 実験② 実験③ 
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■生命科学実習Ⅰ③「食品栄養学実験」 

 実施日時：平成 21 年 12 月 18 日（金）10:30～16:00 

 実施場所：広島県福山市学園町１番地三蔵 福山大学生命工学部生命栄養科学科 

 内容（概要） 

 1．講義「ゲル化材料の調理科学・エネルギー代謝」（講師：渕上倫子先生 岩本博行先生） 

 2．実験内容説明 

 3．栄養学実験   

① ゲル化材料の調理科学実験 

② エネルギー代謝実験 

 ※ 実験はグループに分かれて①②のいずれかを体験 

4．質問コーナー 

活動の様子 

講義風景 実験① 実験② 

 

検証・評価 

 目的に沿った実習であったかを検証するため、生命科学実習Ⅰ（福山大学との高大連携講座）の実

習後にとったアンケート結果を示す。 

【生命科学実習Ⅰ①「大学の実験室や研究室を覗いてみよう」】 

 

【生命科学実習Ⅰ②「海洋生物の研究」】 
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【生命科学実習Ⅰ③「食品栄養学実験」】 

 

【全体】 

 

生命科学コースは、将来理系進学を考えている生徒が大半であるため、実習に対する評価は高く、

実習内容について「興味深い」「もっと知りたい」という項目に対して、約 9 割の生徒が「かなりあ

てはまる」「ややあてはまる」と回答した。また、内容が高度であった講義・実験もあったためか、

「かなり理解できた」と回答した生徒が全体で約３割しかいなかったが、「大学での勉強がどういう

ものか知られてよかった」「知らなかったことがたくさんあり、もっと勉強をしなければならないと

感じた」など前向きな感想もたくさんあった。 

以上の点から「科学分野に対する興味、関心を喚起する」「大学への進学意識」「主体的な進路選

択」という目的は、大学で行われたこれらの実習を通してうまくいったと考えられる。ただ、実習内

容によっては学習意欲につながっていないものもあるため、内容とそのレベルが適当であるか検討す

る必要性を感じた。 

 

●高大連携事業「生命科学実習Ⅱ」（生命科学コース第２学年随時） 

 

今年度までの流れ 

 「生命科学実習Ⅱ」は岡山理科大学理学部との連携で年２回実施している。この連携については、

１年次は岡山理科大学の「文部科学省 科学技術人材養成等委託 2006 年度女子中高生理系進路選択支

援事業」として実施したが、２年次以降は本校 SSH 事業の一環として連携をお願いすることとなった。

実習における TA は女子学生の比率を高くしてもらうなど、細かな点は改良を加えている。 

 

内容・方法 

年間の活動計画は次の通り。 

学期 月 実施場所 テーマ 

2 10 岡山理科大学理学部生物化学科 
生命科学実習Ⅱ① 

「ゲノムDNAの抽出とDNAプロファイリング」 
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3 3 岡山理科大学理学部臨床生命科学科 
生命科学実習Ⅱ② 

「尿タンパク半定量検査」 

 実施内容の詳細を以下に示す。 

●生命科学実習Ⅱ①「分子生物学実習」 

実施日時：平成 21 年 10 月 3 日（土）10:00～17:00 

実施場所：岡山県岡山市理大町 1-1 岡山理科大学理学部生物化学科 

内容（概要）： 

１．講義「DNA とは」（講師：南喜子先生） 

２．実習「DNA の可視化」：ヒトの口内上皮細胞の採取、タンパク質除去、DNA の析出、瓶封

入 

３．講義「遺伝子操作と DNA プロファイリング」（講師：南喜子先生） 

４．実習「DNA プロファイリング」：PCR、電気泳動、染色による PCR 法模擬プロファイリング 

 （午後実習中随時、DNA シークエンサー、培養室、低温室の見学） 

活動の様子： 

 

講義風景 

 

タンパク質除去 DNA の析出 

 

瓶封入 電気泳動準備 模擬プロファイリング 

 

●生命科学実習Ⅱ②「尿タンパク半定量検査実習」（実施予定） 

実施日時：平成 22 年 3 月 13 日（土）13:30～16:30 

実施場所：岡山県岡山市理大町 1-1 岡山理科大学理学部臨床生命科学科 

内容（概要）： 

１．講義「臨床検査とは」（工藤芳子先生） 

２．講義「尿に関する基礎知識と尿検査について」（TA 3 人） 

３．実習「尿タンパク半定量検査」 

    試験紙法（目視、自動分析器）、スルホサリチル酸法、煮沸法、尿沈渣 

４．まとめ 
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検証・評価 

目的に沿った実習であったかを検証するため、第 1 回目の実習後に実施したアンケート結果と生徒

の感想を下に示す。 

 

生徒の感想 

・DNA は生物Ⅱの範囲で勉強していたので、理解もしやすかったし、遺伝子組み換えの分野はとても興

味深いところだったので、とても楽しく好奇心をもって学習できた。 

・今回は前から興味を持っていた DNA についての講義を聴けてよかった。実験でも学校で習った PCR

を実際にやることが出来たし、簡易ではあるけれど、自分の DNA も見ることが出来て楽しかった。 

・PCR 法について、今まで何度か聞いたり読んだりしていたけれど、今回初めてはっきり理解できて感

動しました。スライドの映像がとても分かりやすかったです。DNA 析出の実験は、生物の授業でビデ

オを見たときから一度やってみたいと思っていたので、それができて嬉しかったです。綿ゴミみたい

な白いもやもやに 30 億のヌクレオチドがあるとは想像しにくいです。 

・女性の院生の方がとても親しみやすかったです。自分も大人になったらあのようになりたいと思いま

した。 

実習の中で自分自身の DNA を析出するという、身近で興味が持てる内容が含まれていたこともあ

り、生徒は非常に強い興味を感じていた。アンケート結果では強弱の差はあるが 100％である。そし

て「もっと知りたい」という知的好奇心につながった生徒が 90%に迫る結果となっていることから、

科学分野への興味、関心の喚起には十分な効果があったと言える。また、使用器具の役割や実習の手

順も全員が理解できており、実験手法の取得にも進歩が見られる。この事業も４年目になり、大学側

も分かりやすく難しさを感じさせない工夫がなされている。意識面で、大学での研究のイメージや進

路を考える参考に影響を与えていることがわかる。また、学習意欲が増した生徒が 80%近くおり、全

般的に所期の目的に沿った成果が得られている。 


